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５．栽培槽の配置イメージ

0.6ｍ

1.2

コンテナ

の配置イメージ 

1.2

コンテナ底上げ資材

防草シート

断面図

(１００坪ハウス：間口３．５間×奥行２８間

 

 

入り口

6．3ｍ

資材 

シート 

断面図 

１００坪ハウス：間口３．５間×奥行２８間

※ 掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

0.6ｍ

1.2

液肥混入機

１００坪ハウス：間口３．５間×奥行２８間

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

0.6ｍ

液肥混入機 等 

１００坪ハウス：間口３．５間×奥行２８間

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

1.2

２．０ｍ

４７．４ｍ

1.0m

 

１００坪ハウス：間口３．５間×奥行２８間) 

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

２．０ｍ

４７．４ｍ

1.0m

50.4m

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。 

50.4m
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上記のほかにも、

３回行いましたが、今年度

 

 

 

 

 

 

 

最後に・・・

来年度も都度、養液栽培に関する

じ、下記窓口までご連絡をお願いいたします。

お問い合わせ

６．研修・視察も随時開催！

年度は、①栽培のポイント

Ｈ２８年５月２７日実施

培担当者会議(Ｈ２８年１１

①養液土耕栽培システム研修会

②養液栽培システム担当者会議

ほかにも、各メーカー協力のもと、

いましたが、今年度

最後に・・・ 

来年度も都度、養液栽培に関する

じ、下記窓口までご連絡をお願いいたします。

お問い合わせ：ＪＡ全農にいがた園芸部・園芸総合課（℡

．研修・視察も随時開催！

栽培のポイント

日実施)」と②今年度の反省ならびに次年度の取り組みについて検討する「養液栽

Ｈ２８年１１月２８

①養液土耕栽培システム研修会 

②養液栽培システム担当者会議 

各メーカー協力のもと、

いましたが、今年度も多くの方にご参加いただき

来年度も都度、養液栽培に関する研修会実施を予定しております。

じ、下記窓口までご連絡をお願いいたします。

ＪＡ全農にいがた園芸部・園芸総合課（℡

．研修・視察も随時開催！

栽培のポイント・機器メンテナンス

」と②今年度の反省ならびに次年度の取り組みについて検討する「養液栽

２８日実施)」を開催いたしました。

各メーカー協力のもと、個別にシステム導入者

も多くの方にご参加いただき

研修会実施を予定しております。

じ、下記窓口までご連絡をお願いいたします。

ＪＡ全農にいがた園芸部・園芸総合課（℡

．研修・視察も随時開催！ 

・システム導入者よりト

マトの給液方法のポイン

トを説明

・メーカーから機器のメ

ンテナンス方法をレクチ

ャー（写真右）

・今年度と来年度の取り

組みに関する検討会議

（写真左）

・会議後は葉物野菜を周

年栽培し

スへ視察（写真右）

 

機器メンテナンス方法について学ぶ

」と②今年度の反省ならびに次年度の取り組みについて検討する「養液栽

を開催いたしました。

個別にシステム導入者

も多くの方にご参加いただき

研修会実施を予定しております。

じ、下記窓口までご連絡をお願いいたします。 

ＪＡ全農にいがた園芸部・園芸総合課（℡

システム導入者よりト

マトの給液方法のポイン

トを説明（写真左）

・メーカーから機器のメ

ンテナンス方法をレクチ

ャー（写真右） 

・今年度と来年度の取り

組みに関する検討会議

（写真左） 

会議後は葉物野菜を周

年栽培している法人ハウ

スへ視察（写真右）

※ 掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

方法について学ぶ

」と②今年度の反省ならびに次年度の取り組みについて検討する「養液栽

を開催いたしました。 

個別にシステム導入者の栽培状況を視察する実地研修を

も多くの方にご参加いただきました。

研修会実施を予定しております。興味を持たれた

ＪＡ全農にいがた園芸部・園芸総合課（℡025-232

システム導入者よりト 

マトの給液方法のポイン

（写真左） 

・メーカーから機器のメ

ンテナンス方法をレクチ

 

・今年度と来年度の取り

組みに関する検討会議

会議後は葉物野菜を周

ている法人ハウ

スへ視察（写真右） 

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

方法について学ぶ「養液土耕栽培システム研修

」と②今年度の反省ならびに次年度の取り組みについて検討する「養液栽

 

の栽培状況を視察する実地研修を

ました。大変ありがとうございました！

興味を持たれた

232-1553）まで

（ 園芸

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

養液土耕栽培システム研修

」と②今年度の反省ならびに次年度の取り組みについて検討する「養液栽

の栽培状況を視察する実地研修を

ありがとうございました！

興味を持たれた方は最寄のＪＡを通

）まで 

園芸部 園芸総合

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。

養液土耕栽培システム研修

」と②今年度の反省ならびに次年度の取り組みについて検討する「養液栽

の栽培状況を視察する実地研修を

ありがとうございました！ 

方は最寄のＪＡを通

園芸総合課 ）

掲載内容の無断使用・転載を禁じます。 

養液土耕栽培システム研修

」と②今年度の反省ならびに次年度の取り組みについて検討する「養液栽

の栽培状況を視察する実地研修を

 

方は最寄のＪＡを通

 

） 


